
皆さまの声を町政に

問
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

は
、
阪
神
大
震
災
で
壊

滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
西
宮
市

が
開
発
し
た
も
の
で
す
。
被
災

者
の
生
活
再
建
に
向
け
て
必
要

と
な
る
膨
大
な
行
政
事
務
を
効

率
的
に
行
う
た
め
、
市
職
員
が

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
震
災

か
ら
10
日
ほ
ど
で
構
築
し
、
約

１
ヵ
月
後
か
ら
稼
働
し
た
そ
う

で
す
。

　

東
北
３
県
で
は
30
近
く
の
自

治
体
が
、
ま
た
全
国
各
地
で
も

約
１
４
０
の
自
治
体
が
既
に
導

入
、
あ
る
い
は
準
備
を
進
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ー
タ

を
一
括
し
て
管
理
す
る
こ
と
で
、

そ
の
都
度
確
認
・
照
合
す
る
手

間
が
省
け
、
ス
ム
ー
ズ
な
発
行

業
務
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
災
害
時
の
業
務
円
滑
化

の
た
め
に
も
、
導
入
の
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
大
規
模
な
災
害
が
起

き
る
と
、
多
量
の
罹

災
証
明
書
の
発
行
業
務
が
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

発
行
手
続
に
は
、
住
ん
で
い
る

家
の
被
害
認
定
調
査
な
ど
の
判
定

結
果
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳

の
確
認
、
家
屋
台
帳
の
確
認
、
被

災
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
る
な

ど
、
確
認
に
時
間
を
要
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
れ
ば
、
前
も
っ
て
住
民
基
本

台
帳
と
家
屋
台
帳
を
統
合
管
理
で

き
、
発
行
ま
で
の
時
間
を
短
縮
で

き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
当
た

り
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
無
償
提
供

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
機

器
等
の
整
備
以
外
に
、
情
報
連
携

を
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
等
、

シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
点
は
な
い
の

か
な
ど
の
課
題
を
整
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
埼
玉
県
で
は
毎
年
１
度

市
町
村
を
対
象
に
、
い
わ
ゆ
る

災
害
に
関
し
て
は
「
あ
な
た
た
ち

に
や
る
気
が
あ
る
か
な
い
か
で
す

よ
、
動
か
す
に
は
あ
な
た
た
ち
が

し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
だ
め
で
す

よ
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

業
務
継
続
計
画
は
あ
っ
た
と
し
て

も
、
す
べ
て
の
住
民
に
対
応
す
る

こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
も
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
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柳や
な
ぎ
さ
わ沢　

章あ
き
ら

議
員

課
局
長
の
約
半
数
が
県
か
ら
の
出
向
で
す

町
採
用
の
職
員
登
用
を

答
40
代
の
職
員
を
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

も
う
少
し
経
験
を
積
ま
せ
た
い
（
町
長
）

問
問
昨
年
度
ま
で
は
課
長
・

局
長
の
人
数
は
11
課
長

２
局
長
で
し
た
が
、
28
年
度
で

は
５
課
長
２
局
長
で
す
。
課
・

局
の
統
廃
合
の
理
由
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

５
課
長
２
局
長
の
内
訳
は
、

県
か
ら
の
出
向
課
長
が
３
名
お

り
、
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

町
採
用
の
職
員
を
登
用
せ
ず
、

県
か
ら
の
出
向
課
長
を
充
て
て

い
る
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。町

長

今
回
の
機
構
改
革

は
、
地
方
分
権
や
権

限
移
譲
に
伴
い
多
く
の
業
務
が
地

方
へ
移
り
、
変
化
す
る
地
方
自
治

を
取
り
巻
く
状
況
に
対
応
す
る
こ

と
が
大
き
な
理
由
で
す
。

問
行
政
報
告
書
に
は
「
行

政
機
能
の
強
化
を
図
る

た
め
、
機
構
改
革
に
向
け
た
取

り
組
み
に
着
手
し
、
13
課
局
の

行
政
組
織
を
仕
事
量
に
応
じ
た

柔
軟
な
人
員
配
置
を
目
指
し
、

28
年
度
か
ら
８
課
局
に
再
編
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
」
と
あ
り

ま
す
が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の

か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
説
明

を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
課

局
の
統
合
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
繋
が
る

と
は
思
え
ま
せ

ん
。

　

職
員
の
登
用

に
つ
い
て
、
町

採
用
の
職
員
を

積
極
的
に
登
用

し
、「
や
る
気
」

や
「
張
り
合
い
」

な
ど
を
持
た
せ

る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
女
性
職
員
の
積
極

的
な
登
用
も
必
要
か
と
思
い
ま

す
。町

長

課
が
わ
か
り
に
く
い

と
い
う
も
の
は
、
極

力
係
名
は
そ
の
ま
ま
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
職
員
の
年
齢
構
成
が

今
ま
で
の
課
局
の
ま
ま
昇
格
を
さ

せ
る
と
40
代
の
職
員
を
充
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
も
う
少
し

経
験
を
積
ま
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。問

町
民
が
い
ち
い
ち
聞
か

な
く
て
も
担
当
部
署
が

わ
か
る
よ
う
な
課
局
の
分
化
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
過
度
の

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
適

正
な
人
事
計
画
を
作
成
し
、
精

神
的
な
病
に
か
か
る
こ
と
の
な

い
よ
う
な
人
員
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
か
、
職
員
は
町
の
財
産

で
す
。
精
神
的
な
病
を
患
い
ま

す
と
、
長
期
的
に
な
る
傾
向
が

あ
り
、
町
に
と
っ
て
大
き
な
損

失
と
な
り
ま
す
。

町
長

再
編
し
た
大
き
な

理
由
の
一
つ
と
し

て
、
課
局
長
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
事
務
員
は
増
え

て
い
ま
す
。
事
務
職
員
が
増
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
過
度
の
負
担

を
か
け
な
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

問

田た

ば

た端　

恵え

み

こ

美
子
議
員

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て

答
課
題
を
整
理
し
て
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
（
町
長
）

町の臨時職員の登録募集中です。詳しくは総合政策課
まで。

町民の皆さん、防災グッズの再点検をしていますか。
非常食は、最低でも家族３日分を用意してね。

美里ＭＳミムリン美里ＭＳミムリン

仮設住宅
管理システム

犠牲者・遺族
管理システム

緊急物資
管理システム

被災予測等・復旧復興
関連システム

避難行動要支援者
関連システム

倒壊家屋
管理システム

避難所
管理システム

被災者支援
システム

（WebGIS連携）

住民基本台帳

被災者支援システム（西宮市情報センター）被災者支援システム（西宮市情報センター）

機構改革後の庁舎内機構改革後の庁舎内



皆さまの声を町政に

問

答
新
た
に
条
例
が
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
（
町
長
）

櫻さ
く
ら
ざ
わ沢　

保た
も
つ

議
員
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根ね

も

と本　

孝た

か

よ代
議
員

寄
居
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

供
用
予
定
時
期
等
に
つ
い
て

答
変
更
に
対
す
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
ま
す
（
町
長
）

問
問
寄
居
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

供
用
予
定
時
期
が
１
年

半
ほ
ど
遅
れ
、
平
成
30
年
3
月

末
日
に
し
た
い
旨
の
連
絡
が
地

区
協
議
会
事
務
局
よ
り
あ
り
ま

し
た
。
私
は
当
初
予
定
し
た
平

成
28
年
10
月
末
日
に
供
用
さ
れ

る
も
の
と
思
い
、
順
調
に
工
事

等
が
進
捗
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

一
部
で
用
地
取
得
が
難
航
し

て
い
る
の
が
遅
延
の
理
由
と
の

こ
と
で
す
が
、
予
算
書
で
は
、

開
通
式
の
予
算
措
置
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

①
予
算
審
議
の
段
階
で
供
用

開
始
は
無
理
と
の
予
測
は
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
か
。

　

②
遅
延
に
よ
る
悪
影
響
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

③
再
度
の
延
長
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
、
伺
い
ま
す
。

町
長

①
に
つ
い
て
は
、
事

業
用
地
の
確
保
が
で

き
れ
ば
供
用
開
始
は
可
能
と
の
認

識
の
も
と
予
算
計
上

を
し
ま
し
た
が
、
開
通

式
な
ど
に
関
す
る
予

算
は
執
行
し
ま
せ
ん
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
美

里
町
の
ア
ク
セ
ス
道

路
は
平
成
28
年
10
月

に
、
寄
居
町
の
ア
ク
セ

ス
道
路
は
平
成
29
年

3
月
に
供
用
予
定
で

あ
り
、
可
能
な
区
間
か

ら
順
次
供
用
開
始
し
、

イ
ン
タ
ー
供
用
開
始

の
変
更
に
対
す
る
影

響
を
最
小
限
に
と
ど

め
ま
す
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
6

月
1
日
ま
で
に
用
地
の
引
き
渡
し

が
完
了
し
た
場
合
と
の
条
件
が
つ

い
て
お
り
、
現
段
階
で
は
、
関
係

機
関
と
協
力
し
、
１
日
も
早
い
供

用
開
始
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。問

県
道
本
庄
寄
居
線
に
あ

る
甘
粕
の
信
号
か
ら
寄

居
町
用
土
に
つ
な
が
る
町
道
２

級
14
号
線
は
、
寄
居
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
予
定
地
の
南
側
に
あ
る
企

業
数
社
の
ト
レ
ー
ラ
ー
等
の
大

型
車
や
、
通
勤
等
の
車
が
頻
繁

に
利
用
す
る
道
路
で
す
。
そ
の

た
め
、
道
路
の
傷
み
も
激
し
く
、

舗
装
が
波
を
打
つ
状
態
で
、
交

通
量
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
通
学
路

に
指
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
歩
道
も
な
く
危
険
性

の
高
い
道
路
と
言
え
ま
す
。

　

町
長
は
、
安
心
安
全
を
モ
ッ

ト
ー
に
町
政
を
行
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
甘
粕
地
内
の
事

故
防
止
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

こ
の
道
路
の
安
全
対

策
の
検
討
が
必
要
と

考
え
、
当
初
予
算
に
歩
道
検
討
業

務
委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
の

で
、
町
道
１
級
10
号
線
や
産
業
団

地
の
整
備
を
踏
ま
え
た
、
町
道
２

級
14
号
線
の
交
通
安
全
対
策
等
を

検
討
し
ま
す
。

皆さんの生活の利便性向上や安心 ･安全の確保を図るた
め、今年度より「道路パトロール」を行っています。

皆さんの「声」が、議会だより発行の励みになります！
ご意見、ご感想お待ちしています。

美里ＭＳミムリン美里ＭＳミムリン

副
町
長
等
の
給
与
の

値
上
げ
に
つ
い
て

平成30年３月に開通予定のスマートＩＣ（下り）平成30年３月に開通予定のスマートＩＣ（下り）
周辺道路工事周辺道路工事

問
１　

条
例
改
正
に
よ
り
、

副
町
長
の
給
与
が

７
％
、教
育
長
の
給
与
が
５
％

「
増
額
」。

　
　

そ
の
結
果
、
町
執
行
部
３

役
の
現
在
の
給
与
は
、
①
町

長
が
68
万
４
９
０
０
円
（
23

町
村
中
13
番
目
）
②
こ
れ
に

対
し
て
、
副
町
長
の
給
与
は

63
万
２
０
０
０
円
に
な
り
上

か
ら
６
番
目
。
ま
た
、
具
体

的
に
他
の
町
村
長
の
給
与
と

比
較
し
て
み
る
と
、
６
町
村

長
よ
り
も
高
く
、
こ
れ
ら
の

中
に
は
美
里
町
よ
り
も
人
口

規
模
が
３
倍
ほ
ど
大
き
い

宮
代
町
長
や
観
光
で
有
名

な
長
瀞
町
長
（
月
給
35
万

円
）
も
い
る
。
副
町
長
の
給

料
は
、
長
瀞
町
の
町
長
よ
り

も
、
月
額
で
28
万
円
ほ
ど
高

い
。
③
教
育
長
の
給
与
は
、

59
万
４
０
０
０
円
と
な
り
上

か
ら
７
番
目
に
高
い
給
与
。

　
　

美
里
町
は
、
残
念
な
が
ら

県
内
23
町
村
中
、
下
か
ら
５

番
目
に
人
口
が
少
な
い
町
。

本
来
、
率
先
し
て
町
執
行
部

の
３
役
も
、
引
き
続
き
給
与

の
合
理
化
等
に
努
め
る
べ
き

状
況
。

２　

町
長
は
、
財
政
状
況
が
厳

し
い
と
し
て
、
町
民
に
色
々

な
負
担
を
求
め
、
国
保
税
・

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
・

水
道
料
金
の
値
上
げ
等
々
を

実
施
。

　
　

ま
た
、
今
年
度
は
23
行
政

区
に
交
付
す
る
ま
ち
づ
く
り

助
成
金
の
大
幅
な
カ
ッ
ト（
約

20
％
：
３
０
１
万
円
）
や
町

指
定
の
保
養
所
の
補
助
金
も

廃
止
。

３　

一
方
、
平
成
27
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
世

帯
別
の
所
得
金
額
に
よ
る

と
、
１
０
０
万
円
未
満
の
世

帯
が
１
１
３
３
世
帯
。
４
月

１
日
現
在
の
町
の
総
世
帯
数

は
、
４
１
７
４
世
帯
で
実
に

27
％
以
上
の
世
帯
が
年
間
所

得
１
０
０
万
円
以
下
の
厳
し

い
生
活
状
態
。

４　

町
長
が
就
任
し
た
平
成
20

年
当
時
の
給
与
は
、
①
副
町

長
が
50
万
５
６
０
０
円
（
現

在
63
万
２
０
０
０
円
）、
②
教

育
長
が
47
万
５
２
０
０
円（
現

在
59
万
４
０
０
０
円
）
で
、

当
時
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
月
額
約
13
万
円
と
12
万

円
（
率
に
し
て
20
％
）
増
額
。

５　

税
収
が
大
き
く
落
ち
込
み
、

財
政
状
況
が
厳
し
い
と
し
て
、

町
民
に
多
く
の
負
担
を
求
め

る
一
方
、
な
し
崩
し
的
に
町

執
行
部
3
役
の
給
与
が
増
額

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
町
民

は
不
安
や
不
信
を
募
ら
せ
て

い
ま
す
。

　
　

町
執
行
部
も
、
そ
し
て
議

会
も
町
民
の
た
め
に
仕
事
は

い
っ
ぱ
い
す
る
。
し
か
し
、

給
与
は
自
制
す
る
。
小
さ
な

町
が
生
き
残
る
た
め
、
ま
た

持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
が
大
切
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
副
町
長
・

教
育
長
の
給
与
を
増
額
し
た

理
由
を
分
か
り
易
く
・
明
確

に
答
弁
願
い
ま
す
。

町
長

副
町
長
・
教
育
長

は
、
町
長
が
依
頼

し
議
会
の
同
意
を
得
て
就
任
し

て
お
り
、
教
育
長
に
つ
い
て
は
、

定
年
を
迎
え
て
い
な
い
現
役
の

教
員
で
あ
る
こ
と
等
も
考
え
、

町
長
の
姿
勢
と
し
て
提
案
し
、

新
た
に
条
例
が
制
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

い
じ
め
ゼ
ロ
の
継
続
を
目
指
し

た
制
度
の
定
着
化
に
つ
い
て



皆さまの声を町政に

問
政
策
提
言
機
関
で
あ
る

日
本
創
成
会
議
で
、
全

国
の
半
数
近
い
８
９
６
市
町
村

が
将
来
消
滅
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
埼

玉
県
内
（
63
市
町
村
中
）
の
消

滅
可
能
性
市
町
村
（
6
市
14
町

１
村
）
の
中
に
美
里
町
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
当
町
で
は
今
後
、

人
口
減
少
が
続
く
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
と
し
て
の
対
策
を
伺

い
ま
す
。

町
長

平
成
26
年
5
月
に

発
表
さ
れ
た
当
時

は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と
で
し

た
が
、
私
は
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

挑
戦
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、

当
面
は
寄
居
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
の
整
備
と
産
業
団
地
化
を
進

め
て
企
業
を
誘
致
し
、
若
者
の

雇
用
の
場
が
増
え
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

問
将
来
、
当
町
で
の
少
子

化
対
策
の
中
で
、
２
０

１
０
年
か
ら
２
０
４
０
年
の
間

で
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
女
性

人
口
の
減
少
率
が
57
・

８
％
に
な
る
と
予
想
さ

れ
、
今
後
、
少
子
化
に

歯
ど
め
を
か
け
る
た
め

に
は
、
若
い
男
女
の
転

出
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
対
策
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

町
長

町
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン

で
は
将
来
1
万
人
を
維

持
し
よ
う
と
い
う
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
が
、
近

年
の
人
口
減
の
状
況
を

見
ま
す
と
、
自
然
減
、
死
亡
と

出
生
の
差
が
年
間
１
０
０
人
を

超
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社

会
減
、
転
入
と
転
出
の
差
が
平

成
26
年
ま
で
は
プ
ラ
ス
で
、
平

成
27
年
か
ら
社
会
増
減
も
マ
イ

ナ
ス
に
転
じ
て
き
ま
し
た
。
20

歳
〜
29
歳
ま
で
の
間
が
こ
れ
か

ら
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
若

い
女
性
が
働
け
る
魅
力
的
な
職

場
が
な
い
の
が
大
き
な
理
由
か

と
思
い
ま
す
。

問
人
口
を
増
や
す
対
策
と

し
て
は
、
住
宅
地
の
造

成
・
供
給
、
空
き
家
等
の
有
効

活
用
、
多
様
な
就
業
の
場
を
設

け
、
希
望
す
る
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
が
安
心
し
て
叶
え
ら
れ

る
町
に
す
る
、
多
様
な
世
代
が

参
加
で
き
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ

れ
る
町
を
創
造
す
る
こ
と
で
定

住
・
移
住
を
促
進
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
町
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長

子
育
て
支
援
で
は
、

多
子
世
帯
応
援
事

業
等
、
子
育
て
し
や
す
く
女
性

の
社
会
進
出
を
応
援
す
る
取
り

組
み
な
ど
に
も
着
手
し
て
、
定

住
促
進
奨
励
金
、
工
場
立
地
促

進
条
例
な
ど
定
住
や
企
業
立
地

を
促
進
す
る
施
策
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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問
建
設
課
長
は
以
前
か
ら

１
名
お
り
、
平
成
27
年

４
月
か
ら
建
設
水
道
課
長
と
し

て
就
任
し
て
い
ま
す
。
２
人
目

が
平
成
25
年
４
月
か
ら
教
育
委

員
会
事
務
局
主
任
指
導
主
事
、

３
人
目
が
平
成
27
年
４
月
参
事

兼
農
林
商
工
課
長
、
４
人
目
が

平
成
28
年
４
月
か
ら
参
事
兼
総

合
政
策
課
長
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
指
導

主
事
。

　

５
名
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
今
後
の
方
針
は
、
県
派

遣
職
員
を
今
後
も
多
く
し
て
い

く
の
か
。
給
与
の
金
額
は
削
減

と
な
っ
て
い
る
の
か
。
町
職
員

組
合
と
の
話
し
合
い
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
、
現
在
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。
県
派
遣

職
員
が
多
く
な
り
、
町
の
行
政

内
容
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

か
。町

長

近
年
、
町
の
施
策

を
牽
引
し
て
き
た

課
長
級
職
員
の
退
職
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
急
速
に
職
員
の
新
陳

代
謝
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

今
後
は
、
町
政
の
状
況
を
踏
ま

え
、
判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

給
与
金
額
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

職
員
組
合
と
の
話
し
合
い
は

年
に
数
回
行
っ
て
お
り
、
主
な

内
容
は
職
場
改
善
や
給
与
制
度

に
つ
い
て
で
す
。
職
員
の
任
用

に
つ
い
て
は
、
任
命
権
者
の
責

任
と
権
限
に
よ
っ
て
行
う
事
項

で
あ
り
、
職
員
組
合
と
の
交
渉

の
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
県
職
員
派
遣
に
つ
い
て
の

協
議
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
行
政
内
容
の

変
化
に
つ
い
て
は
、

県
職
員
を
入
れ
る
こ

と
は
、
い
い
意
味
で

町
職
員
に
対
す
る
刺

激
と
な
り
、
業
務
の

進
め
方
に
お
い
て
変

化
が
あ
ら
わ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
状
で
は
、
重
要

施
策
を
推
進
す
る
上

で
、
県
職
員
の
派
遣

が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
こ
の
ま
ま
で
は
、
美
里

町
在
籍
職
員
の
役
割
が

減
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

合
理
化
と
い
う
理
由
で
課
長
級

の
職
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

中
、
主
な
行
政
指
導
関
係
の
役

目
を
県
派
遣
職
員
が
多
く
を
占

め
て
い
る
こ
と
は
異
例
で
す
。

こ
の
よ
う
な
行
政
は
ほ
か
に
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

県
か
ら
の
派
遣
に

は
、
一
定
の
要
件

が
あ
る
た
め
常
態
化
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
課
題

が
整
理
で
き
た
段
階
で
、
当
然

派
遣
は
終
わ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

答
重
要
施
策
を
推
進
す
る
上
で
必
要
（
町
長
）

問

県
職
員
の
採
用
人
数
が

多
い
の
で
は
な
い
か

内う

ち

だ田　

三さ
ぶ
ろ
う郎

議
員

原は

ら

だ田　

敏と

し

お夫
議
員

問

消
滅
可
能
性
市
町
村
に

な
ら
な
い
た
め
に

答
女
性
の
社
会
進
出
を
応
援
す
る

取
り
組
み
に
着
手
し
て
い
ま
す
（
町
長
）

さらなる窓口サービスの向上と充実を図るため、「窓口
サービス向上委員会」を設置しました。

ミムリンの好きな美里町方言ベスト３だよ
①そ～なん　②てっ！（てててっ！！！）③こじょはん　

美里ＭＳミムリン美里ＭＳミムリン

明るく元気な子どもたち明るく元気な子どもたち


